
直線 `が点 P(1, −2)において, 曲線 y = x2 + ax+ bに接しているものとする。

(1) `が原点を通るとき, 定数 a, bの値を求めよ。

(2) (1)で求めた曲線と, Pにおいて `と直交する直線とで囲まれる面積を求めよ。

〔岩手大〕
〔次頁に略解あり〕
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(1) y′ = 2x+ aより,

点 P(1,−2)における接線 `は,

y = (2 + a)(x− 1)− 2

y = (2 + a)x− 4− aとなり, これが原点
を通ることから,

a = −4 · · · 1©
点Pは y = x2+ ax+ b上の点であること
から,

1 + a+ b = −2

1©より,

1− 4 + b = −2

よって, b = 1

a = −4, b = 1 ……（答）

(2) (1)より, 曲線の式は y = x2 − 4x+ 1 · · · 2©, また, 点 Pにおける接線の式は y = −2x

である。これに直交する式の傾きは 1
2
で, これが点 Pを通ることから, その式は

y = 1
2
x− 7

2
· · · 3©

ここで, 2©, 3©のグラフの交点の x座標は

x2 − 4x+ 1 = 1
2
− 7

2
より

(x− 1)(2x− 7) = 0となり,

x = 1, 7
2

これより求める面積 Sは

S =

∫ 7
2

1

{(
1
2
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2

)
− (x2 − 4x+ 1)

}
dx

= −
∫ 7

2

1
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(
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2

)
dx

= 1
6

(
7
2
− 1

)3

= 125
48

……（答）

交点を α, β(β > α)とするとき,

S = 1
6
(β − α)3が成り立つ。

〔岩手大〕
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